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「新幹線ホームの車いす用スロープの不具合解消」に関する申し入れ 

 

 ８月９日、新大阪駅において車いすのお客様が９０Ａに乗車する際に、スロープとホー

ムの接する部分の段差による衝撃で膝の上に置かれていたお荷物が落下するといった事態

が発生した。 

 現在使用している新型スロープは２０２０年６月に配備されたが、スロープとホームの

接する部分に段差があり、乗車時に車いすの前輪が段差に引っかかり衝撃が発生する。ま

た、車いすを引っかかった状態で強く押すと前のめりに転倒する恐れがあり、車いすのお

客様の安全上において問題がある。 

 さらに、新型スロープの不具合に対して、車いす担当者の対応に任せているだけで、新

型スロープの不具合解消を行っていないことも問題である。 

 今回の事態はまさしく危惧していたことが起こったことになる。 

 新幹線関西地本は関西支社に対して、新型スロープ不具合解消にむけて「申」第６号（新

幹線ホームの新型車いす用スロープの不具合改善に関する申し入れ、２０２０年８月１１

日）と「申」第１７号（「申」第６号の回答に対する申し入れ、２０２０年１０月３０日）

を申し入れている。 

 会社は「現在使用している新型渡り板に安全上問題ない」と結論付けて、段差の改良に

ついても検討項目に上げているが変更する予定はないとしており、新型スロープの不具合

解消には至っていない。 

 よって、下記のように申し入れるので早急に団体交渉の場を設定すること。 

 

                  記 

 

１．８月９日に発生した事態について、関西支社としての見解を明らかにすること。また、

新型スロープの不具合（スロープとホームの接する部分の段差）に対する見解も明ら

かにすること。 

 

２．現時点における検討項目に上げている新型スロープの不具合（スロープとホームの接

する部分の段差）解消に向けた状況を明らかにすること。 

 

３．早急に新型スロープの不具合（スロープとホームの接する部分の段差）を解消するこ

と。 

 

以上 



 

 


